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会 長 挨 拶  

 

皆さん、こんにちは。本日も例会へのご出席ありがとうござ

います。 

8 月はガバナー補佐訪問とガバナー公式訪問、休会等もあり

ましたので、少し前の話になりますが、私自身も高校野球球児

でございましたので、今年の全国高校野球甲子園大会のお話をさ

せていただきたいと思います。 

 ご存知のようにまず目に付くのは、長髪の代表チームが数校あったということです。中で

も優勝しました慶應義塾高校ですが、本人たちの意思に任せた活動ということで、監督が指

導をされておるそうです。監督自身も監督と呼ばせずにさん付けなのか君付けなのか知りま

せんけれども、そういうふうに呼ばせておるそうです。彼たちがなぜ優勝できたのかという

のは、勝負は時の運でございますので、色々あるかと思いますけれども、やはり高校野球＝丸

坊主というのが半分常識と言いますか、当たり前というか、当然強豪チームはほぼ丸坊主が

多いかと思います。その中で彼らは試合に負けると長髪だからとか、そういう悔しさがあっ

たそうでございます。そういうことが彼らの伝統と言いますか、常に全国 1 位を目指すとい

う目標になったそうでございます。 

 試合が終わった後に森林監督が仰っていたことが、「新しい可能性、多様性」ということで、

DEI の世界ではございませんけれども、それぞれの場所で DEI が使われておるという時代に

なりましたので、我々もそういうことを考えながら新しいロータリークラブを作っていくの

かなぁというふうに思います。 

 最後にちょっと良かったことのお話でございますけれども、ご存知のように金の価格が

10,000 円ということで、20 年前に青年会議所のゴルフで、年間のポイント制で優勝すると 1

オンスのコインをいただけた時がございました。何を思ったのか、嫁が数枚持ってきまして、

「お父さん、これどうしましょう？」と言ってきまして、私が「好きにしてください。」と言

ったら、嫁は次の日に大須のコメ兵に行ったみたいで、自宅に帰ったら半分どうぞというこ

とでいただきましたので、たかりたい方は是非私のところまで来てください。 

 本日もよろしくお願い致します。 

 
 

  幹 事 報 告  
 

 幹事報告を申し上げます。 

・ ロータリーレートですけれども、8 月が 1 ドル 141 円、9 月

が 1 ドル 146 円ということで、円安が進んでおります。 

・ ガバナー月信 9 月号掲載のお知らせが届いております。 

・ ロータリー囲碁同好会より「第 21 回ロータリー全国囲碁大

会」のご案内が届いております。なお、大会参加はメークアップになります。 

・ RI 第 2760 地区ロータリーの友地区代表委員 池森由幸様より「ロータリーの友 公式

Facebook ページに関するお知らせ」が届いております。 

角谷信二会長 

杉浦栄次幹事 



・ ロータリー文庫運営委員会より「ロータリー文庫 2022-23 年度決算報告書、2023-24 年度

予算書」が届いております。 

・ 刈谷 RC より 2023-2024 年度クラブ事業計画書が届いております。 

・ 大正館さんから残暑見舞いをいただきました。ありがとうございました。 

・ 本日の例会終了後に理事会を開催いたしますので、役員、理事の皆様は 201 号室にお集ま

りいただきますよう、よろしくお願い致します。 
 
 

  委 員 会 報 告  
 
＜出席奨励ニコボックス委員会＞ 
 

 

 

 

 

 

 

 

＜ニコボックス＞ 

角谷 信二君  ８月２３日のガバナー公式訪問が会員皆様のご協力で無事に終えることが 

樅山 朋久君  できました。ありがとうございました。 

杉浦 栄次君 

加藤 良邦君  去る８月２７日、藤井達吉先生鶏頭忌には、皆様に大変お世話になりまし

た。特に会員の長田豊治さんには深く感謝致します。 

長田 豊治君  過ぐる８月２７日（日曜日）に藤井達吉翁追弔会鶏頭忌を毘沙門天妙福寺

さんで角谷信二会長を始め、８５名の方々のご参加を得て盛会裡に開催出

来ました。皆様のご支援に厚く感謝いたします。ありがとう。 

        今月より目出たく、後期高齢者となります。老人には温かいご支援を！！

お願いいたします。 

清澤 聡之君  スカウト育成連絡協議会に助成を賜り、誠にありがとうございます。 

        過日開催されました、生誕１６０周年「清澤満之の世界展」に多くの方がお

越し下さいました。大変感謝申し上げます。 

竹中  誠君  圭祐君ありがとう。 

山中 寛紀君  先週（土）（日）、久々に娘３人と孫４名が集まり近場で遊んで来ましたが、

出費が大きく何とも言えない複雑な気持ちです。コロナ第９波は、ずーと

続いて居り未だ減少する傾向にはない様です。皆さまどうかお気をつけ下

さい。 

服部 弘史君  孫が産まれました。私に似た男の子です。 

杉浦 保子君  「ロータリーの友」９月号に俳句を掲載していただきました。６月に入院

していてできた句です。ちなみに桜桃（サクランボ）は私です。笑って下

さい。 

 総会員数 63 名 (内出席免除者 14 名の内出席者 8 名) 出席者 51 名 

 出席対象者 51／57 名 

  出 席 率    89.47％ 

 欠席者 12 名（病欠者 0 名） 



小林 清彦君  物価高騰する中、３０年間変わらない食事療養費で医療を継続している病

院について、ＮＨＫの取材を受ける事になりました。放映日は９月１２日

（火）18：10 からの「まるっと」という番組です。 

長松 政孝君  娘がピアノの全国大会で敢闘賞をとることができました。 

 

＜親睦活動委員会＞ 

会員誕生日 

１２日 長田 豊治君   １３日 岡本 明弘君   ２５日 石川 鋼逸君 

３０日 竹内 康人君 

 

奥様誕生日 

６日 長松 政孝君の奥様 久美子様  １５日 長田 和徳君の奥様 真由美様 

２１日 竹中  誠君の奥様 みのり様  ２６日 森田 雅也君の奥様 千恵子様 

 

結婚記念日 

 ２日 梶川 光宏君・久実子様 ２２年  ２４日 黒田 昌司君・みゑ子様 ４４年 

２６日 山中 寛紀君・恭子様  ４１年  ３０日 杉浦 邦彦君・真理子様 ２２年 

 
 

ク ラ ブ フ ォ ー ラ ム  
 

「青少年活動の助成金贈呈及び活動報告」 

碧南市スポーツ少年団 副本部長 岡田一穂様 

 

 只今は貴重な貴クラブ様の助成を賜り、厚く御礼申し上げま

す。私、碧南市スポーツ少年団の会計を担当する副本部長の岡田

と申します。本来ならば、本部長の伴野がこの席に赴き、御礼を述べますところでありますけ

れども、所用がありまして、私が代理とさせていただいております。3 年続けて代理で来てお

りますが、よろしくご容赦お願い致します。 

 碧南市スポーツ少年団は西三河支部大会の開催地となったことをきっかけに、今から 35 年

程前に創設されました。当時は子供が主役の団体として、総会の進行などの業務を子供たち

に体験してもらい、スポーツ以外にも社会性を学ぶ場としての役割を果たしたものと思って

おります。 

 この少年団の創設から現在に至るまでの間、各団体から選出された方々の尽力と理解を受

けて、現在に至っている訳でございますが、その時からの在職者は私だけになっておりまし

て、今一度、気を引き締めて務めたいと感ずる次第です。 

 現在、スポーツ少年団には「空手道・卓球・サッカー・剣道・野球・新体操・ソフトテニス・

陸上・バスケットボール」の 9 種目 32 団体、1,259 人の小中学生が加入しております。本年

度、サッカーとバスケットボールの 2 団体、団員 67 名の新規加入が認められております。市

内の小学校 7 校には 3,951 人、中学校 5 校には 2,054 人が在校しており、その内、小学生

岡田一穂様 



1,200 人、中学生 59 人が加入しておりますので、20.9%の子供たちが私共の少年団に加入し

ていることになります。 

 令和 4 年度の決算を見ますと、歳入額は 1,317,765 円で、歳出額は 987,384 円、次年度へ

は 330,381 円を繰り越しております。これはコロナの影響で各団体の活動が鈍っていたもの

と考えられますが、本年度は徐々に回復しております。 

 令和 5 年度において、予算額に大きな変わりはないですけれども、指導者の知識向上、レ

ベルアップの為の指導者講習会として「アンガーマネジメント」をテーマに開催していくよ

う、準備を進めております。アンガーマネジメントとは、怒りをコントロールできる力を身に

付けるというもので、国・県の研修でも同様の内容で実施されております。私は県のスポーツ

指導者研修会の会員でもあり、毎年、春と秋の研修会で聞かされておりまして、特に名指しで

コントロールに勤しむよう、注意されております。 

 平成 29 年 10 月、日本スポーツ少年団顕彰において、私共のスポーツ少年団が顕彰されま

した。愛知県内においては 4 団体が愛知県教育会館において表彰されており、この表彰の基

準は、 

１. 永年にわたりスポーツ少年団の発展に貢献し、特に顕著な功績のある市区町村スポーツ

少年団を表彰する。 

に該当する団体であるということで、表彰されました。因みに私個人ではありますが、同年、

愛知県スポーツ少年団の表彰を受賞し、令和元年 11 月には、 

２. 永年にわたりスポーツ少年団の指導・育成に貢献し、特に顕著な功績のある登録指導者

を表彰する。 

という形で、日本スポーツ少年団より顕彰を受賞させていただきました。この顕彰は個人と

して、碧南市として初めてであり、これらのことから令和 3 年 4 月 5 日に碧南市から市政功

労者として表彰をされております。 

 次第を拝見致しますと、まだまだ沢山の案件があるようでございますので、私からのご報

告はこれにて終えさせていただきます。これからも青少年の健全な育成を目指して、私共、碧

南市スポーツ少年団は鋭意努力をしてまいりますので、改めて、皆様のお力添えを今にも増

して、特に増し、増しまして、お願いするものであります。 

 本日はお招きいただき、ありがとうございました。 
 
 

碧南市スカウト育成連絡協議会 

碧南第一団 団委員長 小島壮持様 

 

 碧南第一団の団委員長の小島と申します。よろしくお願い致

します。 

 いつも助成金を沢山いただきまして、ありがとうございま

す。ボーイスカウトは非常に貧乏な団体でお金がありませんの

で、保護者から色々お金を集めたり、リーダーからお金を集めたり、やり繰りしております。 

 ロータリークラブさんとは 65 年前から関係が深いです。大きな大会の時にテントがなく

小島壮持様 



て、ロータリークラブさんに泣きついてテントを買っていただいたことがあります。テント

を背負って行こうと思ったら、下に敷くシートがなくて、各家庭からカーペットをいただい

て全国大会に行ったという思い出もあります。 

 最近の子供たちを見ていますと、我々が育った頃とは大きく違ってまいりました。活動は

色々なところでやるんですけれども、熊野大神社のトイレに怖くて行けないという子がいま

す。また、洋式のトイレじゃないと排便ができないという子が増えてきました。ですので、キ

ャンプには便座を持っていかないといけない時代になってまいりました。それと、今の子供

たちはお米を研ぐという意味がわかりません。子供たちは知らないから、お米は洗うという

ふうに教えなくちゃいけない。極端なことを言えば、中にママレモンを入れて泡ぶくぶくで

お米を洗ってくる子供もいます。これが現実の話なんです。それは知らないから、怒っちゃい

けない。教えてないからできない。ですので、時代が変わればどんどん子供も変わってきます

けれども、ボーイスカウトの基本は 100 年前からあんまり変わっていません。 

 お米、飯盒、テントを持って山の中に行って色んな活動をします。凄く便利な時代になった

のにキャンプに行って薪でご飯を炊きますよね。どうしてでしょうかね。山の中でそういう

活動をすると、得るものが沢山あるからです。色々と発達して便利にはなったけれども、正直

に言うと得るものがない。子供たちに「何でこんなことをやるの？」とよく聞かれます。「も

うちょっと便利な方法でやればいいんじゃないの？」と言ってくる子もいますよ。山の中に

は電気がありませんので、どうしてもシンプルなやり方で活動をしています。マッチを知ら

ない、マッチで火を起こしたことがない子供たちにリーダーが丁寧に教える必要があります。 

 ご飯を作る時に「お腹空いてないからご飯いらない。」と言う子もいます。色んな年代、幼

稚園から大学生までボーイスカウトはありますけれども、リーダーは厳しい研修を受けなく

てはなりません。子供を預かる以上、妥協はできません。苦労を共有することで仲間との絆が

生まれ、人生でも役立つと思います。ある程度の厳しさや自然体験は子供たちの成長に必要

だと考えます。優しさだけでなく、挑戦する力を養うことが大切です。スカウトの活動を通じ

て、自立心と社会性を身に付けてほしいと思っています。 

 因みに今、碧南第一団のスカウトは 58 名、碧南第二団のスカウトは 17 名ぐらいで活動し

ております。最近は子供が少ないので、ちょっと苦労していますけれども、少数精鋭で碧海 5

市としては上位 3 位ぐらいにつけています。やっぱり、「数は力なり」ということもあります

ので、ある程度の人数が欲しいというふうに考えております。また来年からも助成金よろし

くお願いします。 

 ありがとうございました。 

 

次回例会案内 
 

令和５年９月２０日（水）は定款第７条第１節（ｄ）（１）による休会 

令和５年９月２７日（水）１７：３０～ 

インフォーマルミーティング（チャーターナイト例会） 


